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●● もちあっているその関係のことではなく，「“他我が＜私＞と同じ＜主観＞として存在し，かつ  
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を「代理的内省vicariousintrospection」（1984）であると定義する。実際，セラピストは自分  
と異なる他者を前に，相手を何とか理解しようと自らの経験を振り返ることも少なくはないだろ  
う。   
しかしながら，フッサールやストロロウのように主体を絶対的に純粋で対象化不能な存在と考  
えることで，他者の理解は「代理的内省」に示されるように主体の独我論的認識の範囲内でのみ  
可能なものとなる。他者を私と同様の心の構造や機能を備えた「他我alter ego」とみなすこと  
はできても，私と同じように意志をもち希求する「主体」とみなすことは，意識の自由な志向力  
にとっての彼岸である。さらにフッサールの他我経験理論や自己心理学での共感の概念は，主体  
●●●●●●●●●●● にとって無限の未知であり，それゆえ私の主体性をおびやかす否定的契機としての他性を含み込  

























－299－   
京都大学大学院教育学研究科紀要 第48号  






















































めて近接していくことになる。   
ここから木村の他者理解の地平が開かれていく。木村は西田哲学を援用しつつ，「絶対の他」  
は，主体と他者が構成され，両者の出会いを可能にする非人称の場所となると述べる。   
私と汝は《ノエマ的には絶対の断絶であるとともに，ノエシス的には直接の結合と考えられ  
る》 《自己が他となり，他が自己となるのではなく，自己は自己自身の底を通して他となるので  
ある。…・絶対に他なるが故に内的に結合するのである〉 《私と汝は各自の底に絶対の他を認め，  
互に絶対の他に移り行くが故に，私と汝とは絶対の他なるとともに内的に相移り行くということ  
ができる》（〈 〉 は西田『我と汝」より引用）   
木村によると，行為する主休を行為する主体として捉えるためには，そのような主体が，自分  
の行為を行為そのものの中で「見る」働きである「自覚」を必要とする。この自覚は内省の働き  
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5．他者の欲望の欲望  
コンピューターは自分のコードの正しさを保障できないという認識論上の原理について先に述  

































言葉がやってきて，その言葉のなかで意味が開示されることである。   
このように人間は本来他者に帰するシニフィアンの連鎖に従って自分自身となる。従って，主  






して聴くのではなく，主体Sの言葉として大文字の他者（A）の場所で聴くことになる（L図）。   
ここで忘れてはならないのは，無意識は言語によって規定されるものの，無意識は言語そのも  
のではなく，むしろ言語からすり抜けてしまう裂け目であるという理解である。これは言語にとっ  































欲望の欲望であり，最終的にはその欲望に対するシニフィアンになることの欲望であるが ，これ  
は存在者の此岸において，転移を基盤として紡ぎ出されるバロールの行為によって為されていく  
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語ることができたのではないだろうか。   
レグィナスにとって私の死を語ることが，他者を語るための不可欠な前提となっている。私の  







































込めない私の死がやがて私に到来するとい う仕方で，存在することを受け取ったという意味にお  
いてであり，そこにこそ最も深い意味での「責任＝応答」があるのではないだろうか。  
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